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安全データシート  

 

１ ． 【 製 品 及 び 会 社 情 報 】  

製 品 名  

会 社 名  

住 所  

担 当 部 門  

電 話 番 号  

FAX番 号  

整 理 番 号  

： 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム   

： 株 式 会 社 フ ァ イ ン 商 事  

： 〒 105-0003 東 京 都 港 区 西 新 橋 １ － １ １ － ３  

： 営 業 部  

： 03-6550-8558 

： 03-6550-8559 

： F-032 

 

２ ． 【 危 険 有 害 性 の 要 約 】  

Ｇ Ｈ Ｓ 分 類  

 健 康 に 対 す る 有 害 性  

  急 性 毒 性 （ 経 口 ）  

  皮 膚 腐 食 性 ・ 刺 激 性  

  目 に 対 す る 重 篤 な 損 傷 ・ 目 刺 激 性  

  生 殖 細 胞 変 異 原 性  

  生 殖 毒 性  

  特 定 標 的 臓 器 毒 性 （ 反 復 暴 露 ）  

 環 境 に 対 す る 有 害 性  

  水 生 環 境 有 害 性 （ 急 性 ）  

  水 生 環 境 有 害 性 （ 慢 性 ）  

ラ ベ ル 要 素  

 絵 表 示 又 は シ ン ボ ル  

 

 

： 区 分  4 

： 区 分  1 

： 区 分  1 

： 区 分  2 

： 区 分  2 

： 区 分  2（ 神 経 系 ）  

 

： 区 分  1 

： 区 分  1 

 

 

 
 注 意 喚 起 語  

 危 険 有 害 性 情 報  

 

 

 

 

 

 

 

 注 意 書 き  

［ 安 全 対 策 ］  

 

 

 

 

 

 

 

［ 応 急 措 置 ］  

 

 

： 危 険  

： H302 飲 み 込 む と 有 害  

： H314 重 篤 な 皮 膚 の 薬 傷 及 び 眼 の 損 傷  

： H318 重 篤 な 眼 の 損 傷  

： H341 遺 伝 性 疾 患 の お そ れ の 疑 い  

： H361 生 殖 能 又 は 胎 児 へ の 悪 影 響 の お そ れ の 疑 い  

： H373 長 期 に わ た る 、 又 は 反 復 ば く 露 に よ る 神 経 系 の 障 害 の お そ れ  

： H400 水 生 生 物 に 非 常 に 強 い 毒 性  

： H410 長 期 継 続 的 影 響 に よ っ て 水 生 生 物 に 非 常 に 強 い 毒 性  

 

： P201 使 用 前 に 取 扱 説 明 書 を 入 手 す る こ と 。  

： P202 全 て の 安 全 注 意 を 読 み 理 解 す る ま で 取 り 扱 わ な い こ と 。  

： P260 粉 じ ん /煙 /ガ ス /ミ ス ト /蒸 気 /ス プ レ ー を 吸 入 し な い こ と 。  

： P264 取 扱 後 は 手 や 顔 を よ く 洗 う こ と 。  

： P264 取 扱 後 は 皮 膚 を よ く 洗 う こ と 。  

： P270 こ の 製 品 を 使 用 す る と き に 、 飲 食 又 は 喫 煙 を し な い こ と 。  

： P273 環 境 へ の 放 出 を 避 け る こ と 。  

： P280 保 護 手 袋 /保 護 衣 /保 護 眼 鏡 /保 護 面 を 着 用 す る こ と 。  

： P301+P312 飲 み 込 ん だ 場 合 ： 気 分 が 悪 い 時 は 医 師 に 連 絡 す る こ と 。  

： P301+P330+P331  飲 み 込 ん だ 場 合 ： 口 を す す ぐ こ と 。 無 理 に 吐 か せ

な い こ と 。 直 ち に 医 師 に 連 絡 す る こ と 。  
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[保 管 ] 

[廃 棄 ] 

： P303+P361+P353 皮 膚 （ 又 は 髪 ） に 付 着 し た 場 合 ： 直 ち に 汚 染 さ れ た

衣 類 を 全 て 脱 ぐ こ と 。 皮 膚 を 水 又 は シ ャ ワ ー で 洗 う こ と 。 直 ち に 医 師 に

連 絡 す る こ と 。  

： P363 汚 染 さ れ た 衣 類 を 再 使 用 す る 場 合 に は 洗 濯 を す る こ と 。  

： P304+P340 吸 入 し た 場 合 ： 空 気 の 新 鮮 な 場 所 に 移 し 、 呼 吸 し や す い

姿 勢 で 休 息 さ せ る こ と 。 直 ち に 医 師 に 連 絡 す る こ と 。  

： P305+P351+P338 眼 に 入 っ た 場 合 ： 水 で 数 分 間 注 意 深 く 洗 う こ と 。 次

に コ ン タ ク ト レ ン ズ を 着 用 し て い て 容 易 に 外 せ る 場 合 は 外 す こ と 。 そ の

後 も 洗 浄 を 続 け る こ と 。 直 ち に 医 師 に 連 絡 す る こ と 。  

： P308+P313  ば く 露 又 は ば く 露 の 懸 念 が あ る 場 合 ： 医 師 の 診 察 /手 当

て を 受 け る こ と 。  

： P314 気 分 が 悪 い と き は 、 医 師 の 診 断 /手 当 て を 受 け る こ と 。  

： P391 漏 出 物 を 回 収 す る こ と 。  

： P405 施 錠 し て 保 管 す る こ と 。  

： P501  内 容 物 /容 器 を 、 都 道 府 県 知 事 の 許 可 を 受 け た 専 門 の 廃 棄 物

処 理 業 者 に 業 務 委 託 す る こ と 。  

 

３ ． 【 組 成 及 び 成 分 情 報 】  

化 学 物 質 ・ 混 合 物 の 区 別  

化 学 名 又 は 一 般 名  

  成 分 及 び 含 有 量  

  化 学 式 又 は 構 造 式  

  官 報 公 示 整 理 番 号  

     化 審 法  

     安 衛 法  

Ｃ Ａ Ｓ   Ｎ ｏ  

： 化 学 物 質  

： 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム  

： 99.0％ 以 上  

： AlCl３  

 

： （ 1） -12 

： 公 表 化 学 物 質  

： 7446-70-0 

 

４ ． 【 応 急 措 置 】  

吸 入 し た 場 合  

 

皮 膚 に 付 着 し た 場 合  

 

 

眼 に 入 っ た 場 合  

 

 

飲 み 込 ん だ 場 合  

 

予 想 さ れ る 急 性 症 状 及 び 遅

発 性 症 状  

 

 

 

応 急 措 置 を す る 者 の 保 護  

： 被 災 者 を 新 鮮 な 空 気 の あ る 場 所 に 移 動 し 、 呼 吸 し や す い 姿 勢

で 休 息 さ せ る こ と 。 直 ち に 医 師 に 連 絡 す る こ と 。  

： 直 ち に 、 汚 染 さ れ た 衣 類 を す べ て 脱 ぐ こ と 、 又 は 取 り 去 る こ と 。

皮 膚 を 速 や か に 多 量 の 水 で 洗 う こ と 。 汚 染 さ れ た 衣 類 を 再 使 用

す る 前 に 洗 濯 す る こ と 。 直 ち に 医 師 に 連 絡 す る こ と 。  

： 水 で 数 分 間 、 注 意 深 く 洗 う こ と 。 次 に コ ン タ ク ト レ ン ズ を 着 用 し

て い て 容 易 に 外 せ る 場 合 は 外 す こ と 。 そ の 後 も 洗 浄 を 続 け る こ

と 。 直 ち に 医 師 に 連 絡 す る こ と 。  

： 口 を す す ぐ こ と 。 無 理 に 吐 か せ な い こ と 。 直 ち に 医 師 に 連 絡 す

る こ と 。  

： 吸 入 … 灼 熱 感 、 咳 、 息 苦 し さ 、 息 切 れ 、 咽 頭 痛 。  

： 皮 膚 … 皮 膚 熱 傷 。  

： 眼 … 重 度 の 熱 傷 。  

： 経 口 摂 取 … 腹 痛 、 灼 熱 感 、 シ ョ ッ ク /虚 脱 。  

： 気 分 が 悪 い と き は 、 医 師 の 診 断 /手 当 て を 受 け る こ と 。  

： 救 助 者 は 、 状 況 に 応 じ て 適 切 な 保 護 具 を 着 用 す る こ と 。  

 

５ ． 【 火 災 時 の 措 置 】  

消 火 剤  

使 っ て は な ら な い 消 火 剤  

特 有 の 危 険 有 害 性  

 

 

特 有 の 消 火 方 法  

： 泡 消 火 剤 、 粉 末 消 火 剤 、 炭 酸 ガ ス 、 乾 燥 砂 類 を 使 用 す る こ と 。  

： 棒 状 放 水 。  

： 不 燃 性 で あ り 、 そ れ 自 身 は 燃 え な い が 、 加 熱 さ れ る と 分 解 し て 、

腐 食 性 及 び /又 は 毒 性 の 煙 霧 を 発 生 す る お そ れ が あ る 。  

火 災 時 に 刺 激 性 、 腐 食 性 及 び 毒 性 の ガ ス を 発 生 す る お そ れ が あ

る 。  
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消 火 を 行 う 者 の 保 護  ： 危 険 で な け れ ば 火 災 区 域 か ら 容 器 を 移 動 す る こ と 。  

： 消 火 作 業 で は 、 適 切 な 保 護 具 （ 手 袋 、 眼 鏡 、 マ ス ク 等 ） を 着 用 す

る こ と 。  

 

６ ． 【 漏 出 時 の 措 置 】  

人 体 に 対 す る 注 意 事 項 、 保

護 具 及 び 緊 急 時 措 置  

 

 

環 境 に 対 す る 注 意 事 項  

封 じ 込 め 及 び 浄 化 の 方 法 及

び 機 材  

 

二 次 災 害 の 防 止 策  

： す べ て の 着 火 源 を 取 り 除 く こ と 。  

： 直 ち に 、 全 て の 方 向 に 適 切 な 距 離 を 漏 洩 区 域 と し て 隔 離 す る こ

と 。 関 係 者 以 外 の 立 入 り を 禁 止 す る こ と 。 密 閉 さ れ た 場 所 に 立 入

る 前 に 換 気 す る こ と 。  

： 環 境 中 に 放 出 し て は な ら な い 。  

： 粉 じ ん の 飛 散 に 注 意 し な が ら 掃 き 集 め 、 密 閉 容 器 に 回 収 す る こ

と 。 付 着 物 、 回 収 物 な ど は 、 関 係 法 規 に 基 づ き 速 や か に 処 分 す

る こ と 。  

： 水 と 接 触 さ せ な い こ と 。  

： プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 覆 い を し 、 散 乱 を 防 ぐ こ と 。  

 

７ ． 【 取 り 扱 い お よ び 保 管 上 の 注 意 】  

取 り 扱 い  

技 術 的 対 策  

 

 

注 意 事 項  

 

安 全 取 扱 注 意 事 項  

 

保 管  

適 切 な 保 管 条  

 

 

避 け る べ き 保 管 条 件  

安 全 な 容 器 包 装 材 料  

 

： 取 扱 い は 換 気 の よ い 場 所 で 行 う こ と 。 適 切 な 保 護 具 を 着 用 す る

こ と 。 粉 じ ん が 飛 散 し な い よ う に 注 意 す る こ と 。 取 扱 い 後 は 手 や

顔 な ど を よ く 洗 う こ と 。  

： で き れ ば 、 密 閉 系 で 取 り 扱 う こ と 。  

： 粉 じ ん や エ ア ゾ ー ル が 発 生 す る 場 合 に は 、 局 所 排 気 を 用 い る こ

と 。  

： 皮 膚 、 眼 お よ び 衣 類 と の 接 触 を 避 け る こ と 。 容 器 の 内 圧 が 高 く

な っ て い る 場 合 が あ る 。 開 封 は 充 分 な 注 意 の も と に 行 う こ と 。  

  

： 容 器 を 密 栓 し て 換 気 の 良 い 冷 暗 所 に 保 管 す る こ と 。 不 活 性 ガ ス

を 充 填 す る こ と 。 湿 気 を 避 け る こ と 。  

： 施 錠 し て 保 管 す る こ と 。  

： 強 酸 化 剤 、 ア ル カ リ 性 物 質 、 水 。  

： 法 令 の 定 め る と こ ろ に 従 う こ と 。  

 

８ ． 【 暴 露 防 止 及 び 保 護 措 置 】  

管 理 濃 度  

許 容 濃 度  

ACGIH TLV(TWA) 

設 備 対 策  

 

 

 

保 護 具  

呼 吸 器 用 の 保 護 具  

手 の 保 護 具  

眼 の 保 護 具  

皮 膚 及 び 身 体 の 保 護 具  

： 設 定 さ れ て い な い 。  

 

： 2mg(Al)/m 3 

： ば く 露 を 防 止 す る た め 、 装 置 の 密 閉 化 又 は 局 所 排 気 装 置 を 設

置 す る こ と 。  

： こ の 物 質 を 貯 蔵 な い し 取 扱 う 作 業 場 に は 洗 眼 器 と 安 全 シ ャ ワ ー

を 設 置 す る こ と 。  

 

： 防 じ ん ・ 防 毒 マ ス ク 、 自 給 式 呼 吸 器 、 送 気 マ ス ク 等 。  

： 不 浸 透 性 の 手 袋 。  

： 保 護 眼 鏡 （ ゴ ー グ ル 型 ） 。 状 況 に 応 じ 保 護 面 。  

： 不 浸 透 性 の 保 護 衣 。 状 況 に 応 じ 、 保 護 長 靴 。  

 

９ ． 【 物 理 及 び 化 学 的 性 質 】  

物 理 状 態 （ 20℃ ）  

形 状  

色  

臭 い  

： 固 体  

： 結 晶 ～ 粉 末  

： 白 色 ～ 黄 色  

： 刺 激 臭  塩 素 臭  
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ｐ H 

融 点  

沸 点 、 初 留 点 及 び 沸 騰 範 囲  

引 火 点  

燃 焼 又 は 爆 発 範 囲  

蒸 気 圧  

蒸 気 密 度  

比 重 （ 相 対 密 度 ）  

 

溶 解 性  

  [水 ] 

  [有 機 溶 剤 ] 

 

オ ク タ ノ ー ル /水 分 配 係 数  

分 解 温 度  

粘 度  

： 2.4 

： 192℃ … Lide (88th,  2008)  

： 180℃ (昇 華 )… Lide (88th,  2008)  

： デ ー タ な し  

： デ ー タ な し  

： 1mmHg(100℃ )… ATSDR (2008) 

： 4.5… PATTY (5th,2001)  

： 2.48… HSDB (2005) 

2.44g/cm 3… Ullman(E) (6th,  2003)  

 

： 45 .1g/100g (25℃ )… Lide (88th, 2008)  

： エ ー テ ル 、 グ リ セ ロ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル に 可 溶 … Merck 

(14th, 2006) 

： デ ー タ な し  

： デ ー タ な し  

： デ ー タ な し  

１ ０ .【 安 定 性 及 び 反 応 性 】  

安 定 性  

化 学 的 安 定 性  

危 険 有 害 反 応 可 能 性  

避 け る べ き 条 件  

混 濁 危 険 物 質  

危 険 有 害 な 分 解 生 成 物  

： 法 規 制 に 従 っ た 保 管 及 び 取 扱 に お い て は 安 定 と 考 え ら れ る 。  

： 適 切 な 条 件 下 に お い て は 安 定 。  

： 水 、 湿 気 と 激 し く 反 応 し 、 塩 化 水 素 を 生 成 す る 。  

： 水 、 湿 気 。  

： 強 酸 化 剤 、 ア ル カ リ 性 物 質 、 水 。  

： 塩 化 水 素 。  

 

１ １ ． 【 有 害 性 情 報 】  

急 性 毒 性  

経 口  

  

 

経 皮  

吸 入 （ ガ ス ）  

吸 入 （ 蒸 気 ）  

吸 入 （ 粉 じ ん 及 び ミ ス ト ）  

皮 膚 腐 食 性 及 び 刺 激 性  

 

 

 

 

 

 

眼 に 対 す る 重 篤 な 損 傷 又

は 眼 刺 激 性  

 

呼 吸 器 感 作 性  

皮 膚 感 作 性  

 

 

 

 

 

 

 

： ラ ッ ト の LD50 値 は 370mg/kg bw （ ATSDR(2008) ） 、 1100mg/kg bw 

(JECFA(series24:2007))、 3700mg/kg bw(JECFA(series24:2007)) の

う ち 区 分 ４ に 該 当 す る デ ー タ が 最 も 多 い こ と か ら 区 分 ４ と し た 。  

： デ ー タ な し  

： GHSの 定 義 に お け る 固 体 で あ る 。  

： デ ー タ な し  

： デ ー タ な し  

： ウ サ ギ の 試 験 （ open irr i tat ion test） で  severe (RTECS (2008))、 マ

ウ ス の 試 験 （ open irri tat ion test） で  severe (RTECS (2008)) 、 ヒ ト

の 試 験 で corrosive (IUCLID (2000))  お よ び moderate ( IUCLID 

(2000)）  の 情 報 よ り 区 分 １ と し た 。 な お 、 ヒ ト に お い て は 被 検 物 質 を 3

日 間 以 上 適 用 し た 場 合 、 弱 い 刺 激 性 が 観 察 さ れ た （ HSDB (2005)） 、

塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 含 有 薬 剤 を 用 い た 多 汗 症 の 治 療 で 汗 疹 を 悪 化 さ

せ た （ HSDB (2005) ） こ と な ど が 報 告 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｅ Ｕ 分 類 は

C;R34で あ る 。  

： ヒ ト の 試 験 で highly corrosive （ IUCLID (2000)） の 結 果 、 ヒ ト に お

い て 角 膜 熱 傷 の 事 例 （ HSDB (2005)） が あ る こ と 、 皮 膚 刺 激 性 /腐 食

性 が 区 分 1で あ る こ と か ら 区 分 1と し た 。  

： デ ー タ な し  

： モ ル モ ッ ト の Buehler testで not sensit iz ing (IUCLID (2000)), モ ル

モ ッ ト の Maximizat ion testで not sensit iz ing ( IUCLID (2000)),  ヒ ト

の Maximizat ion testで not sensit iz ing ( IUCLID (2000))、 ヒ ト の パ ッ

チ 試 験 で not sensit iz ing ( IUCLID (2000)) の 情 報 に 基 づ き 区 分 外 と

し た 。 な お 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 含 む 制 汗 剤 で 痒 み を 伴 う 皮 膚 炎 を 悪

化 さ せ た 患 者 が 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム の パ ッ チ テ ス ト で 陽 性 を 示 し た
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生 殖 細 胞 変 異 原 性  

 

 

 

 

 

発 が ん 性  

生 殖 毒 性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 定 標 的 臓 器 毒 性  

（ 単 回 暴 露 ）  

 

特 定 標 的 臓 器 毒 性  

（ 反 復 暴 露 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RTECS番 号  

(EHC No.194 (1997))、 ア ル ミ ニ ウ ム の 過 敏 症 予 防 の た め 幼 児 期 に

ア ル ミ ニ ウ ム 結 合 ワ ク チ ン を 注 射 さ れ た 子 供 が 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム の パ

ッ チ テ ス ト で 陽 性 を 示 し た (EHC No.194 (1997))な ど の デ ー タ が あ る

が 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム と の 関 連 が 明 確 で は な い 。  

： マ ウ ス の 腹 腔 内 投 与 に よ る 骨 髄 細 胞 小 核 試 験 （ 体 細 胞 を 用 い る  in 

v ivo 変 異 原 性 試 験 ） の 陽 性 結 果 （ ATSDR (2008)） に 基 づ い て 区 分

２ と し た 。 な お 、 in v itro 試 験 で は 、 ヒ ト 末 梢 血 リ ン パ 球 を 用 い た 染

色 体 異 常 試 験 及 び 小 核 試 験 で 陽 性 （ ATSDR (2008)） 、 DNA ） 、 エ

ー ム ス 試 験 及 び マ ウ ス リ ン フ ォ ー マ ア ッ セ イ で 陰 性 の 結 果 （ ATSDR 

(2008)） が 得 ら れ て い る 。  

： デ ー タ な し  

： ラ ッ ト の 飲 水 に よ る （ 19.3mg/kg/day)3世 代 試 験 （ JECFA (ser ies 24 

:  2007) ） お よ び ラ ッ ト の 混 餌 に よ る 発 生 毒 性 試 験 （ 妊 娠 6-19 日 ：

91mg/kg/day)で 、 影 響 は 認 め ら れ な か っ た （ IUCLID (2000)） と の 情

報 が あ る が 、 マ ウ ス の 強 制 経 口 試 験 （ 妊 娠 7-16日 ： 41mg Al/kg/day 

(202mg AlCl3/kg/day)） で 、 親 の 毒 性 は 不 明 で あ る が 胚 吸 収 の 増 加

が 観 察 さ れ た （ ATSDR (2008)） こ と 、 ラ ッ ト の 混 餌 投 与 試 験 （ 妊 娠 1-

20日 ： 272mg Al/kg/day (1343mg AlCl3/kg/day)） で 、 親 の 毒 性 は 不

明 で あ る が 、 仔 に 立 ち 直 り 反 射 、 握 り 反 射 の 有 意 な 障 害 が 認 め ら れ

た （ ATSDR (2008) ） こ と 、 ラ ッ ト の 強 制 経 口 投 与 （ 妊 娠 15 日 ： 900, 

1800mg/kg)試 験 で 、 親 の 毒 性 の 記 述 は な い が 、 仔 の 耳 介 展 開 、 開

眼 の 時 期 、 学 習 ・ 取 得 な ど に 有 意 な 影 響 が 認 め ら れ 、 妊 娠 前 期 の 被

検 物 質 の ば く 露 は 生 殖 及 び 仔 の 行 動 に 影 響 す る と 記 載 さ れ て い る

（ IUCLID (2000)） こ と か ら 、 区 分 ２ と し た 。  

： ウ サ ギ 及 び マ ウ ス の 経 皮 毒 性 試 験 の 報 告 （ RTECS (2008)） が あ る

が 、 適 用 部 位 の 刺 激 性 、 炎 症 の 記 述 の み で 、 そ の 他 の 毒 性 症 状 に

つ い て の 具 体 的 な 記 載 が な い こ と か ら 、 デ ー タ 不 足 で 分 類 で き な

い 。  

： ラ ッ ト の 60日 間 の 強 制 経 口 投 与 試 験 で ガ イ ダ ン ス 値 の 区 分 外 に 相

当 す る 320mg Al/kg bw（ 90日 換 算 値 ： 213mg/kg/day)の 用 量 で 、 嗅

球 の 神 経 細 胞 、 視 床 下 部 神 経 細 胞 、 大 脳 基 底 核 線 状 体 中 の ア セ チ

ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活 性 の 減 少 （ CaPSAR (2000)） な ど 神 経 系 へ の

影 響 が 推 定 さ れ 、 ラ ッ ト を 用 い た 180日 間 の 飲 水 投 与 試 験 の ガ イ ダ ン

ス の 区 分 2に 該 当 す る  12mg Al/day per rat (59mg AlCl3/day per 

rat)の 用 量 で 自 発 運 動 の 低 下 、 自 発 的 課 題 の 忌 避 、 学 習 障 害 な ど

が 認 め ら れ (CaPSAR (2000)、 ラ ッ ト を 用 い た 3ヶ 月 間 の 飲 水 投 与 試 験

で ガ イ ダ ン ス の 区 分 2に 該 当 す る 43.1mg/kg/day の 用 量 で 回 転 刺

激 後 に 誘 発 さ れ る 眼 振 試 験 で 障 害 を 示 す （ ASDR (2008))こ と よ り 区

分 2(神 経 系 ） と し た 。 な お 、 ラ ッ ト を 用 た 21日 間 の 強 制 経 口 試 験 に お

い て 、 赤 血 球 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト 、 血 清 中 の 鉄 含 量 の 有 意 な 減 少 、 血 小

板 の 増 加 と ヘ モ グ ロ ビ ン の 減 少 が 認 め ら れ る こ と か ら ア ル ミ ニ ウ ム の

ば く 露 で 生 じ る 正 球 性 貧 血 が 示 唆 さ れ る と の 記 載 （ IUCLID (2000)）

が あ る が 、 本 試 験 の ば く 露 量 は 494mg/kg/day （ 90 日 換 算 値 ：

115mg/kg/day） で あ り 、 ガ イ ダ ン ス 値 の 区 分 外 で あ っ た 。  

： BD0525000 

 

１ ２ ． 【 環 境 影 響 情 報 】              

生 態 毒 性  

水 生 環 境 有 害 性 （ 急 性 ）  

  

水 生 環 境 有 害 性 （ 慢 性 ）  

 

： 魚 類 （ 大 西 洋 サ ケ ） で の 96h-LC50＝ 0.37 mg/L(EHC 194 1997)

で あ る こ と か ら 、 区 分 1と し た 。  

： 急 性 毒 性 区 分 1で あ り 、 無 機 物 で あ り 急 速 分 解 性 が 無 い と 判 断 さ

れ る こ と か ら 、 区 分 1と し た 。  
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１ ３ ． 【 廃 棄 上 の 注 意 】  

残 余 廃 棄 物  

 

 

 

汚 染 容 器 及 び 包 装  

： 適 切 な 保 護 具 を 着 用 す る こ と 。  

： 地 方 条 例 や 国 内 規 制 に 従 う こ と 。  

： 焼 却 処 分 す る 場 合 に は 、 可 燃 性 溶 剤 に 溶 解 又 は 混 合 し た 後 、 ア

フ タ ー バ ー ナ ー 及 び ス ク ラ バ ー を 備 え た 焼 却 炉 で 焼 却 す る こ と 。  

： 空 容 器 を 処 分 す る 時 は 、 内 容 物 を 完 全 に 除 去 し た 後 に 行 う こ と 。  

： 処 理 施 設 が な い な ど の 理 由 で 廃 棄 で き な い 場 合 は 、 許 可 を 受 け

た 産 業 廃 棄 物 処 理 業 者 に 委 託 す る こ と 。  

 

１ ４ ． 【 輸 送 上 の 注 意 】  

国 連 分 類  

国 連 番 号  

正 式 輸 送 品 目 名  

包 装 等 級  

輸 送 の 特 定 の 安 全 対 策 及 び 条

件  

 

緊 急 時 応 急 措 置 指 針 番 号  

： ク ラ ス 8(腐 食 性 物 質 )  

： 1726 

： Aluminium chlor ide,  anhydrous  

： Ⅱ  

： 運 搬 に 際 し て は 容 器 に 漏 れ の な い こ と を 確 か め 、 転 倒 、 落 下 、 損

傷 の な い よ う に 積 み 込 み 、 荷 崩 れ の 防 止 を 確 実 に 行 い 、 法 令 の 定

め る と こ ろ に 従 う こ と 。  

： 137 

 

１ ５ ． 【 適 用 法 令 】  

毒 物 及 び 劇 物 取 締 法  

労 働 安 全 衛 生 法  

 

 

 

 

船 舶 安 全 法  

航 空 法  

港 則 法  

 

水 質 汚 濁 防 止 法  

： 劇 物  

： 名 称 等 を 表 示 す べ き 危 険 有 害 物 （ 法 第 57条 、 施 行 令 第 18条

別 表 第 9）  

名 称 等 を 通 知 す べ き 危 険 有 害 物 （ 法 第 57条 の 2、 施 行 令 第 18

条 の 2別 表 第 9）  

リ ス ク ア セ ス メ ン ト を 実 施 す べ き 危 険 有 害 物 （ 法 第 57条 の 3）  

： 腐 食 性 物 質 （ 危 規 則 第 3条 危 険 物 告 示 別 表 第 1）  

： 腐 食 性 物 質 （ 施 行 規 則 第 194 条 危 険 物 告 示 別 表 第 1）  

： 危 険 物 ・ 腐 食 性 物 質 （ 法 第 21条 2、 則 第 12条 、 昭 和 54告 示 547

別 表 二 ロ ）  

： 指 定 物 質 （ 法 第 2条 第 4項 、 施 行 令 第 3条 の 3）  

 

１ ６ ． 【 そ の 他 の 情 報 】            ： 特 に な し   

 

 本 デ ー タ シ ー ト は 、 一 般 的 な 工 業 的 用 途 に つ い て 、 「 製 品 の 安 全 な 取 扱 」 を 確 保 す る た め の 参 考

資 料 と し て 提 供 す る も の で あ り 、 い か な る 保 証 を な す も の で は あ り ま せ ん 。 こ の 情 報 は 、 新 た な 知 見

に よ り 修 正 が 加 え ら れ る 場 合 が あ り ま す 。 ま た 、 記 載 の 注 意 事 項 は 通 常 の 取 扱 を 対 象 と し た も の で

あ っ て 、 特 別 な 取 扱 を す る 場 合 は 状 況 に 適 し た 安 全 対 策 を 実 施 の 上 、 充 分 な 注 意 を 払 う 必 要 が あ

り ま す 。 御 需 要 家 各 位 は 、 こ れ を 参 考 と し て 自 ら の 責 任 に お い て 、 個 々 の 取 扱 等 の 事 態 に 応 じ た

適 切 な る 措 置 を お 取 り 下 さ る よ う お 願 致 し ま す 。  


